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◆
　
平
成
１３
年
１２
月
１２
日
、

北
上
地
区
幼
年

少
年
婦
人
防
火
委
員
会
は
、

管
内
１５
の
幼

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
火
災
予
防
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
、

消
防
職
員
が
作
製
し
た

防
火
ま
と
い
を
贈
呈
。

式
典
で
は
、

や
さ
か
幼
稚
園
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
年
長
組
６７
人
が
、

か
わ
い
ら
し

く
元
気
あ
ふ
れ
る
「よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」

の
踊
り
を
披
露
し
、

華
を
添
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◆
　
防
火
ま
と
い
贈
呈
ク
ラ
ブ

〔幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
〕

国
内
保
育
園

・
黒
沢
尻
幼
稚
園

・
黒
沢
尻

保
育
園

・
や
さ
か
幼
稚
園

・
横
川
目
幼
稚

園

・
更
木
幼
稚
園

・
湯
本
保
育
園

・
川
尻

保
育
園

。
江
釣
子
幼
稚
園

・
岩
崎
幼
稚
園

〔少
年
消
防
ク
ラ
ブ
〕

清
水
ヶ
野

・
下
藤
根

・
国
内
小
学
校

・
上

長
沼

・
春
木
場
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やさか幼稚園「よさこいソーラン」
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（主
な
行
事
〕

た
き
火
に
注
意
！

平成14年春季全国火災予防運動
3月 1日 (金)～ 3月 7日 (本)

□
火

づ
~カミ

ぼ 出
や た
く ら
,肖
火

▼
　
火
災
予
防
運
動
恒
例
の
裸

マ
ラ
ソ
ン

（写
真
）
を
二
月

一
日
十
時
三
十
分
頃
か
ら
、

本
通
り
～
諏
訪
町
～
大
通
り

の
コ
ー
ス
を
走
り
、

防
火
を

呼
び
か
け
ま
す
。

沿
道
で
の

ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
　
寝
た
き
り
の
老
人
が
居
る

家
庭
を
訪
問
し
防
火
の
指
導

を
行
な
い
ま
す
。

▼
　
３
月
３
日
７
時
か
ら
北
上

消
防
署
・
消
防
団
合
同
の
火

災
防
御
訓
練
が
民
俗
村
周
辺

で
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、

日
に
日
に
暖

か
く
な
り
春
を
む
か
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

毎
年
こ
の
時
期
に
た
き
火
に

よ
る
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

火
災
の
原
因
を
み
る
と
、

風

の
強
い
日
に
た
き
火
を
し
た
り
、

火
を
消
さ
ず
に
そ
の
場
を
離
れ

た
た
め
周
り
に
あ
る
枯
れ
草
な

ど
に
燃
え
移
る
と
い
う
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。

た
き
火
を
す
る
時
は
風
の
な

い
日
を
選
び
、

そ
の
場
を
離
れ

る
場
合
は
確
実
に
火
を
消
し
ま

し
ょ
＞つ
。

多
量
に
煙
が
出
る
と
思
わ
れ

る
場
合
は
、

事
前
に
消
防
署
に

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

連
絡
先
　
エハ
四
十
一
一
三
二

ロ
グ矩
集
ら

□
龍
が
保
回
巽
罫
う

剛
団

□

閉

］

ま
ず
身

の
安
全
を

　
画

幽

ぁ
楠
憶
厳
謝
雑

い

□

門
鵡

光
が

□

室
朝

雑

に

□

協
を

購
ガ

ウ

ジ
７

グ
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豪
雪
地
域
の
消
防
用
水

西
和
賀
消
防
署
は
、

豪
雪
地

帯
湯
田
町

・
沢
内
村
を
管
轄
し

て
い
ま
す
。

管
内
に
は
消
火
栓
が
３
２
０

基

・
防
火
水
槽
が
９
７
基
あ
り

ま
す
。

日
に
１
メ
ー
ト
ル
近
く
の
積

雪
を
観
測
す
る
こ
と
も
あ
り
、

維
持
管
理
に
大
変
な
労
力
と
時

間
を
要
し
ま
す
。

し
か
し
、

地
区
民
の
方
々
の

自
主
的
な
除
雪
の
ご
協
力
に
よ

り
、

冬
期
間
の
水
利
確
保
が
容

易
に
な
っ
て
い
ま
す
。

消
火
栓
を
ド
ラ
ム
缶
で
覆
う
、

ク
イ
な
ど
の
長
木
を
組
ん
で
消

火
栓
を
保
護
す
る
な
ど
、

ア
イ

デ
ィ
ア
を
生
か
し
た
も
の
も
多

く
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、

自
主
防
災
意

識
の
高
い
当
地
区
で
は
あ
り
ま

す
が
、

無
災
害
記
録
が
続
き
ま

す
よ
う
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

消
防
コ
ー
ナ
ー
大
盛
況

平
成
１３
年
１０
月
２７
日

（日
）

恒
例
の
第
１９
回

『西
和
賀
農
業

ま
つ
り
』
に
西
和
賀
消
防
署
も

参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、

天
候
に
も
恵
ま
れ

ス
タ
ッ
フ
一
同
張
り
切
っ
て
防

火
ピ
ー
ア
ー
ル
に
努
め
ま
し
た
。

消
防
防
災
写
真

・
各
種
消
防

服
の
展
示
、

煙
体
験

・
放
水
訓

練

・
救
助
訓
練

。
心
肺
蘇
生
法

の
実
演
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、

多
く
の
皆
様
に
参
加
し
て

頂
き
ま
し
た
。

長木を組んで

図った消火栓
波板 トタンで

囲った消火栓

風
船

・
ヨ
ー
ヨ
ー
コ
ー
ナ
ー
、

仮
設
訓
練
場
で
の
救
助
訓
練
は
、

特
に
チ
ビ
ッ
コ
に
人
気
で
、

担

当
の
職
員
も
大
い
そ
が
し
で
し

た
。お

爺
さ
ん
、

お
婆
さ
ん
の
煙

体
験
、

お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん

に
は
心
肺
蘇
生
法
の
訓
練
で
汗

を
か
い
て
頂
き
ま
し
た
。

年
々
、

参
加
者
が
増
加
し
消

防
に
対
す
る
期
待
と
関
心
が
高

ま
っ
て
来
て
い
ま
す
。

職
員

一
同
、

次
回
の
開
催
に

向
け
て
心
の
準
備
を
始
め
て
い

ま
す
。
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つ
な
い
で
下
さ
い

生
命
の
リ
レ
ー

一

◎
平
成
１３
年
中
の

火
災
件
数

『救
急
車
の

平
成
１０
年
３
月
２６
日
、

市
内

に
住
む
Ｅ
さ
ん
は
、
レ
ス
ト
ラ

ン
で
食
事
中
、

激
し
い
胸
の
痛

み
と
と
も
に
、

意
識
を
失
い
倒

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
分
後
、

駆
け
付

け
た
救
急
隊
員
の
目
に
飛
び
込

ん
で
き
た
の
は
、

必
死
に
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
続
け
る
Ｓ
子
さ

ん
の
姿
で
し
た
。

Ｓ
子
さ
ん
の
願
い
が
通
じ
た

の
か
、

病
院

へ
と
向
か
う
Ｅ
さ

ん
の
心
臓
は
再
び
力
強
く
動
き

だ
し
た
の
で
す
。

そ
れ
は
倒
れ
て
か
ら
１５
分
後

の
こ
と
で
し
た
。

お
問

い
合

わ
せ
は

＊
北
上
消
防
署

六

四
十

一
一
二
二

心
臓
が
止
ま
っ
て
か
ら
、

わ

ず
か
４
分
間
が
生
死
の
分
か
れ

目
と
言
わ
れ
、

そ
れ
以
上
す
ぎ

る
と
ど
ん
な
に
高
度
な
医
療
機

関
で
治
療
を
受
け
た
と
し
て
も
、

社
会
復
帰
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

生
命
を
取
り
戻
す
こ
と
さ
え
困

難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

消
防
署
で
は
、

心
肺
蘇
生
法

を
中
心
と
し
た

「応
急
手
当

て
」
の
講
習
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

大
切
な
人
を
、

た
す
か
る
は

ず
の
命
を
救
う
た
め
、　

一
度
受

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＊
西
和
賀
消
防
署

八
四
十
二
五
〇
七
ま
で

平
成
１３
年
中
に
北
上
地
区
消

防
組
合
管
内

（北
上
市
、

湯
田

町
、

沢
内
村
）
で
発
生
し
た
火

災
は
４７
件
で
、

前
年
の
３５
件
に

比
べ
１２
件
増
加
し
ま
し
た
。

焼
損
棟
数
は
２９
棟
、

建
物
焼

損
面
積
は
２
、
３
１
０
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、

火
災
損
害
額
は

１
億
２
千
２
２
６
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

火
災
種
別
で
は
、

建
物
火
災

が
‐９
件
、

次
い
で
そ
の
他
火
災

（空
地

・
体
耕
田
等
の
枯
草
）

が
‐４
件
、

車
両
火
災
が
８
件
、

林
野
火
災
が
６
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

出
火
原
因
は
、
「火
入
れ

。
た

き
火
」
、
「た
ば
こ
」
、
「放
火
」
、

「不
明

・
調
査
中
」、
「そ
の
他
」

で
火
災
に
よ
る
死
者
は
４
人
、

負
傷
者
は
５
人
で
、

前
年
に
比

べ
死
者
が
１
人
増
加
し
ま
し
た
。

動
状
況
』

平
成
１３
年
中
に
政
急
車
が
出

動
し
た
件
数
は
２
、
２
４
７
件

で
、
１
日
平
均
６

・
２
回
出
動

し
て
い
ま
す
。

政
急
車
で
病
院

へ
搬
送
さ
れ

た
人
は
一
２
、
２
１
３
人
で
管

内
の
４７
人
に
１
人
が
利
用
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

搬
送
し
た
人
を
傷
病
程
度
別

に
分
け
る
と
、

軽
症
が
２９
％
と

最
も
多
く
、

次
い
で
中
等
症

・

重
症

・
死
亡
と
続
き
ま
す
。

ァン|イ1臨貫資替を替廿稼‖
心 肺 蘇 生 法

三角巾による応急手当

出火原因別火災件数

救急出動件数2,247件

| 1急 病   □ 園
一般負傷

馬憩!圏交通事故 | |そ の他

傷病程度別内訳

- 4 -

重症  死 亡


